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	【発明の概要】�・細胞内の酸素濃度をモニター可能な蛍光蛋白質　ANA（Anaerobic/Aerobic monitor）�・FRET現象＊を利用しており（下図）、低酸素条件下で測定可能であり、細胞内小器官を含めてリアル�タイムで酸素の有無をモニターすることができる。������������������＜本技術の利点＞�　蛍光蛋白Venusと、大腸菌由来の酸素結合蛋白�DosHを組合わせて、酸素の有無により蛍光強度が�増減する組合せ蛋白質　ANAを開発した。��　ANAは、蛍光性のドナー分子Venusが得た励起�エネルギーがアクセプター分子DosHに吸収され、�ドナー分子からの蛍光が減光されるFRET現象＊を�利用している。��　酸素存在下では、DosHが酸素を結合するため、�VenusとのFRET現象が起こりにくくなる。そのため、�FRET効率が大幅に低下しANA蛍光が大きくなる。��＜細胞内酸素レベル測定例＞�　ANAを用いてHeLa細胞での酸素の有無を可視化したところ、酸素濃度の高い細胞内局在部位を示すことができた（上左）。また、当該細胞内のミトコンドリアにおける酸素の有無も、mtp-ANA（ANAにmtp指標を付与）で可視化することができた（上右）。��
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